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 光 メ モ リ 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム ( I S O M' 1 4 )報 告  

 日 立 製 作 所  横 浜 研 究 所  島 野  健  

 

2014 年 10 月 20～ 23 日 に か け て の 4 日 間 ， 台 湾 新 竹 市 L ake sho re  

Hote l に て ， 光 メ モ リ 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 20 14 （  In te rna tio na l  

Symp os ium  o n Opt ical  M em or y  2 0 1 4： IS OM’ 14） が 開 催 さ れ た ． 新

竹 市 は 半 導 体 や I T 関 連 企 業 が 集 中 し ，台 湾 の シ リ コ ン バ レ ー と も 呼

ば れ る 都 市 で あ る ． 台 湾 の 光 メ モ リ 産 業 技 術 振 興 の 中 核 と な っ て い

る Ta iwa n I nf orm atio n Sto ra ge A ssoc ia tio n（ TIS A） も 新 竹 市 に 本

拠 を 置 い て お り ， 今 回 現 地 事 務 局 の 労 を 取 っ た ．  

本 シ ン ポ ジ ウ ム は 国 内 外 の 産 学 官 の 技 術 者 ， 研 究 者 を 集 め て 最 新

の 研 究 開 発 成 果 の 議 論 と 情 報 交 換 を 行 う こ と に よ り ， 光 メ モ リ 関 連

技 術 分 野 の 今 後 の 方 向 性 を 探 る と と も に ， そ の 発 展 を 促 進 す る こ と

を 目 的 と す る ． 1 985 年 に 国 内 シ ン ポ ジ ウ ム と し て 開 催 が 始 ま り ，

198 7 年 に 国 際 会 議 に 発 展 ， 以 降 ４ 回 の 国 内 ／ 国 際 隔 年 開 催 を 経 て ，

1995 年 か ら 毎 年 国 際 開 催 と な っ た ．今 回 が 国 際 会 議 と し て 24 回 め ，

国 内 シ ン ポ ジ ウ ム も 含 め る と 30 回 め の 開 催 で あ る ．当 初 開 催 地 は 国

内 で あ っ た が ，1 9 93 年 か ら ３ 年 に 1 度 米 国 運 営 の O DS（ Op tic al  Da ta  

Stor ag e T opi cal  Mee ti ng） と の ハ ワ イ 共 催 （ ISO M/OD S） が 始 ま り ，

2001 年 の 台 湾 開 催 か ら ア ジ ア ，ハ ワ イ ，日 本 の ３ 年 周 期 で の 開 催 が

定 常 化 し た ． そ の 慣 例 で は 今 回 ハ ワ イ 開 催 年 で あ っ た が ， 米 国 事 情

で 断 念 す る 中 ，T ISA か ら 前 年 に 台 湾 開 催 の 提 案 を 受 け ，今 回 の 開 催

に 至 っ た ．  

主 催 団 体 は 例 年 の 応 用 物 理 学 会 ， 日 本 磁 気 学 会 ， 光 産 業 技 術 振 興

協 会 に 加 え ，T ISA，国 立 交 通 大 学 ，国 立 東 華 大 学 ，IE EE Ta ipe i Sec tio n，

Taiw an  Ph oto nic s So ci et y の 台 湾 関 連 各 団 体 が 連 な っ た ． さ ら に ，

電 子 情 報 通 信 学 会 ， 日 本 化 学 会 ， 情 報 処 理 学 会 ， 電 気 学 会 ， 画 像 電

子 学 会 ， 映 像 情 報 メ デ ィ ア 学 会 ， 精 密 工 学 会 ， レ ー ザ ー 学 会 ， 米 国

の OS A(T he  Op tic al So cie ty)，S P I E，台 湾 の M ini st ry of  S cie nce  a nd  

Tech no log y, Min istr y of E du cat ion の 各 団 体 に 協 賛 い た だ い た ．  

参 加 者 は ７ カ 国 か ら 173 名 ， 講 演 発 表 （ 招 待 講 演 お よ び 一 般 講 演

 
応用物理（2013）Wb－0030 (1) 



   

＜＜＜ぶぶぶらららっっっくくくぼぼぼーーーどどど・・・会会会議議議報報報告告告＞＞＞    

数 ） は 1 02 件 で あ り ， 国 内 シ ン ポ ジ ウ ム も 含 め た 累 積 参 加 者 数 は 約

9,96 0 名 ，累 積 講 演 数 は 3 ,138 件 に 達 し た ．4 00 名 を 超 え た 最 盛 期 と

比 較 す れ ば 参 加 者 は 半 減 し た が ，近 年 の 景 気 回 復 基 調 も 反 映 し て か ，

今 回 の 発 表 件 数 ， 参 加 人 数 は ， 昨 年 よ り や や 増 加 回 復 傾 向 に あ る ．   

プ ロ グ ラ ム は ， 口 頭 発 表 12 セ ッ シ ョ ン ， ポ ス タ ー 発 表 １ セ ッ シ

ョ ン で 構 成 さ れ た ． 表 に 一 般 投 稿 数 の ス コ ー プ 別 分 類 を 示 す ． 近 年

の パ ソ コ ン 用 光 デ ィ ス ク 装 置 市 場 縮 小 に よ り ， 光 デ ィ ス ク を メ イ ン

ト ピ ッ ク ス と し て き た I SOM も 時 代 に 即 し た 変 革 を 迫 ら れ て い る ．昨

年 ス ペ シ ャ ル セ ッ シ ョ ン と し て 開 催 し た バ イ オ 応 用 と 画 像 セ ン シ ン

グ 関 係 を ， 今 回 か ら そ れ ぞ れ 正 式 に ス コ ー プ に 含 め ， 独 立 セ ッ シ ョ

ン と し た ． さ ら に 「 Nan o P h oton ic s 」 , 「 Opti ca l/P hot oni c  

Inte rc onn ect」 を ス ペ シ ャ ル セ ッ シ ョ ン と し ， 当 該 分 野 の 最 新 技 術

の 招 待 講 演 に よ り ， 光 メ モ リ 技 術 者 に 新 し い 方 向 性 が 示 さ れ た ．

「 Ta iw an  Spe cia l Se ss ion」 で も デ ィ ス プ レ イ や バ イ オ 応 用 研 究 が

紹 介 さ れ ， 台 湾 で も 新 た な 展 開 を 模 索 し て い る 様 子 が 伺 わ れ た ．  

本 シ ン ポ ジ ウ ム で は 毎 回 4 件 の 優 秀 講 演 の 表 彰 を 行 っ て い る ． た

だ 今 回 か ら は 従 来 の Bes t T ech ni cal Pap er と Bes t Ac ade mic  Pa pe r

が ， Sp eci al  A war d と Pr ogr am  C hai r Awa rd に 改 め ら れ ， Be st  P ape r

と B es t S tud ent  Pap e r と 合 わ せ た ４ つ に 改 編 さ れ た ． Bes t P ap e r

は 昨 年 に 続 き ，日 立 製 作 所  中 央 研 究 所 に よ る 容 量 4 00GB に 向 け た 多

層 光 デ ィ ス ク 記 録 技 術 (Tu -B- 01)で あ っ た ． Sp eci al Aw ard は ， 開 催

地 ・ 台 湾 の 国 立 交 通 大 学 に よ る Z nO 薄 膜 に よ る 相 変 化 近 接 場 記 録 の

過 渡 応 答 メ カ ニ ズ ム に 関 す る 発 表  ( We- F-0 3) で あ っ た ． Pr ogr am 

Chai r Aw a rd も 同 じ く 交 通 大 学 に よ る 論 文 で ， 撮 像 カ メ ラ の 焦 点 深

度 拡 大 に お け る 特 性 解 析 手 法 に つ い て の 発 表 （ W e-J- 39） で あ っ た ． 

Best  St ude nt P ap er は ， 和 歌 山 大 学 に よ る ， コ ア キ シ ャ ル ホ ロ グ ラ

ム で の 参 照 光 変 調 に よ る シ フ ト 多 重 度 向 上 技 術 に 関 す る 発 表 （ T u —

E-03）で あ っ た ．以 上 の よ う に ，表 彰 講 演 は 多 層 記 録 ，近 接 場 記 録 ，

画 像 セ ン シ ン グ ， ホ ロ グ ラ ム 記 録 と ， 今 後 の 光 メ モ リ の 向 か う 方 向

を 万 遍 な く 網 羅 す る と 共 に ， 日 台 で 賞 を 二 分 す る 形 と な っ た ．  

な お ， 本 シ ン ポ ジ ウ ム で 発 表 さ れ た 研 究 成 果 を 集 め た 『 J apa ne s e  

Jour na l of Ap pli ed Phy si cs』 の 光 メ モ リ 特 集 号 が 20 15 年 9 月 に 発
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行 さ れ る 予 定 で あ る ．  

次 回 （ ISO M'1 5） は ， 20 15 年 10 月 4 日 ～ 7 日 の 期 間 に ， 日 本 国 内

の 富 山 国 際 会 議 場 で 開 催 さ れ る ．詳 細 情 報 は ，ht tp ://w ww .is om. jp/

に 逐 次 掲 載 さ れ る の で ご 参 照 の 上 ， ぜ ひ 多 数 ご 参 加 い た だ き た い ．   

 

表  一 般 投 稿 （ 8 5 件 ） の 内 訳  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参 加 者 の 集 合 写 真  

講演分野 一般投稿数 

Basic Theory and Physical Optics 1 

Media and Material Science 16 

Drive Technologies and Signal Processing 9 

Components and Nano Fabrication 10 

Testing Methods and Devices 4 

Systems and Applications 9 

High Density Recording 19 

Medical and Bio Optics Technologies 4 

Image Sensing Technologies 7 

New World 6 

Total 85 
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